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中学校社会科・高校日本史・成人(一般教養）
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解説

公家と貴族の社会794年､桓武天皇は都を奈良から京都へ移した。この新しい都は、

唐の長安を模して造られたが、 平安)j(の町組みは、 今I1もなお蝶轆I|状の町並み

にその跡を知ることがて､､きる。平安末期に描かれた「年II'1j･事絵巻」には、尚族た

ちの習俗や庶民の生活ぶりがう力，がえる。そのころ、平安)j(を流れる柵川や堀川は

しばしば氾濫し、その洪水のあとには疫病が蔓延した。人々はこれを、 Htにいれら

れずに非業の最期を遂げた荷たちの怨霊の崇りて露あると号えた。今も行われる橘|驍

会は、こうした疫神怨霊を鎮める察である。

武士の台頭十二廿紀になると、公家や貴族に代って武H,｝|が台頭した。椎ﾉJ争い

による長い戦乱や、城発する火災によって古い町は焼亡した。やがて動乱が論まる

と、 それまで戦火を避けていた庶民たちは次々に都へ戻り、盛んに商工業を'溝み、

再び町を復興させたのである。

洛中洛外図にみる町衆人々は、自分たちの町の入り口に木戸を役け、盗賊の侵入

や- ．撰の蜂起などに備えた。このように町ごとにl寸l結して、生椚共l,il体を憎んだ人

たちを町衆という。｢洛中洛外lXI屏風」には、さまざまな店が軒を連ね、人々の風俗

や商いのｲj様などが生き生きと拙かれている。求都の町は、室町時代に商I業の'l1

心として火きく発展し、町衆たちの経済ﾉjも成災した。

東山文化室町幕府の将軍足利義政は、東山に銀閣の山北を設け、ここを中心に東

山文化が栄える。東ll1文化は、伝統的な公家文化と武家文化、それに舶来の禅宗文

化などが融合してできた複合文化て､､あった。それまで、貴族や武tの間に限られて

いた芸能文化、能・茶の湯・華道などは、経済力の高まった町衆たちの間にも享受

されるようになった。

町衆と祇園祭り ほとんどの「洛II!洛外似l」には祗原|祭が描かれている。それはこ

の祭が、古くから町衆たちによって行われてきた)i(都の代表的な祭て､､あったためて、

あろう。ル5仁 文|ﾘlの乱て､､、曇い間途絶えていた111鉢の巡行を復活させたのも町衆

たちであった。 やがて蝋臣氏が滅び、徳川'剰棄が江戸に幕府を開くと、 京都は政

治のII1心から離れる。その頃町衆のひとり角倉r以は、笹|味印船貿易て得た資金てﾞ

大棡||を開さくし、丹波から京都への物資の輸送を便利にした。さらに了以は連河

,細細||も開通きせる。

元禄文化の創造者町衆たちの力は優れた文化の創造にも発揮された。光悦・索庵．

宗達・光琳・乾l1｣たちは元禄文化の花を開かせたのて､､ある。

1868年､明治糸僻斤によってﾙ(都は又も試練を受ける。千年も続いた都が東附(へ移

ることになったが、京都の人々は新しい事業をおこし、Iノリ洋の技術を導入し伝締藷

業の近代化を進めた。京部は山紫水明の、然や町々の間に、千年の都としての歴史

と文化を幾重にも積み重ねて今日に到っている。（29分）
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▲京都の町並みに一層の美をそえる八坂の塔。

▲王朝絵巻を再現。葵祭り。
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▲六角堂は、立華の家元、池坊である。
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